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1．本邦エネルギー源とLての水力

　本邦のエネルギー費源として水力は現在どんな地位を

斎めているであろうか。いまこころみに本邦で1ケ年間

に消費される水力電氣石炭，親石油，木炭，蝦の

おのおのの熱量の概教をそれらの絡和を100％とする

比牽で表わしてみると第1表のようになる．すなわち職

第ユ表本邦各種資源の年聞満費量

　　　　（換算熱量）の比率
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前には，総量の約20％を水力でまたおよそ60％を石　・

淡でまかなつていたのであるが，総直後はこれが水力

棚狙年次

約45％また石炭およそ40％となb，石炭その他非欝

な生灌低下を水力で補つてその間を切り抜けてきtcこと

が如實ICIAわれている。これは水力施設だけでなく逡配

電設衛が幸にもほとんど職災をうけず，第1随の続計も

示ナように・職馨もその需用が起る1とともにこれに

懸じて職前に劣らぬ水力を生産し得たからである。今と

なつては，この水力施設は交字鋤われわれの生活を支

えている大きな遺産である。

　　　　　　　　　ほ　終職後〒般生塵．の回復がはかばかしくない申にあつ

て，水力はその生蔑量はすでに職前を上廻り，そゐ総量

においては鼻第2表のようtC，世界で5位を占めてい

る。しかしこれを人口1人當りO：量にしてみれば，同表

の示すように，かなり低位にあり，他方これとにらみ合す

べき石炭の1人當り生出貴に至つては非常に少ない。し’

　　lたがつて今後われわれの生活の向上を圃るには，水力の

暦彊より飽に手がない。というのは他の資源がいずれも

貧賜なのにかかわらず水力だけは非常に鰹富とはいえな

いまでもかなりの量がまだ残されているからであるo

　　　第．2表　各國の硬生電力概敬（1949）
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　～5月，九州で7～9月でその間に多少のずれがあるが，

耀翻は大部分は1昭肋候で縫．そレて麟の
ノ

　月午均出力め最小と最大との彗は第7表のタうに，その

　値は1：2前後におよんでいるeところで水力を残り’な

　く利用するには，ダム式登電によるか、．氷路式によると

　してもその施設を準水量とか聾水量，Lかを基準にして定

染たゆけで・親本邦灘断編本量の何倍の水
　量を基準にして殼計してきかというと，その4均倍敏は

　第亭表の如くであつて，今弐大職まではずつと漸増し練

　け，4・0倍位に吃蓮し三いたのである。そこで現在・本

　邦の全國の事業用水力の設備容量は即0萬kW簸であ

　るが，そのうち自流獲電によるものめ月ZISJtS可能出力は，

　第2圖がらもみられるように・過崇7ケ年亭均に等しい

出水のあ研水年においても趨水の月で綿鋤萬kW・

　渇水の月には約190，萬kWに落ちる。．．これを貯水池，
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雛池の放流等に珍て補つても，編，旨酬ガ壇

水期510萬kW，渇7X期270萬kW位である。’ L永期
に瓢・ても設備容量600萬kWを出し得ないのは，地

域的の畠水不同，施設の定期的修理黙搬，渇水補給用水

力護電所の蓮輔停伍等のためである。ζれに封レ需用の

方は，昭和24年の例セは，灘端で最大550萬kW，

需用端で380菖kW位であるから，差引潟永月には出

力で280菖kW位を補給しなげればな齢り。現在火力

の方は，その設備出力は一懸400萬kW程度となつて
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はいるが，、職災復奮の未了，設備の朽老化，故障による

停止等のため，實際の可能出力は150萬kW位である

めで，これを以て補給してもなお護電端でおよそ130萬

kW，需用端で1ま損失と檀用の約33％を差引いた約甲

萬kW不足する。とのため自洗の減少する渇水丹には

今のところ電力の一部使用制限を行わざるを得な壷。も

つともこれは嚇年の渇水月における俸均り論關係で

〆あつて，2，3月の渇水期中においても年によりまた日

によりジ自洗が異常に減少して事柄がさらに悪化㌣ゼり
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